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１． 緒言 
 手話は聴覚障害者にとって日常的なコミュニケーション手段で、近年その重要性が健常者に

も広く認識されつつある。しかし、手話を理解できる健常者の数は限られており、聴覚障害者

の多くが日常生活に支障をきたしている。このような問題を解決する手話インターフェース実

現のため、手話認識に関する様々な研究が行われている。手話をアニメーション化する研究で

は、既法の研究[1]のような、データグローブを使用したものなどがある。 
 本研究では、赤外線による二次元温度分布画像を用いることにより、光の影響を受けずに手

話認識を行い、ビデオ信号として入力される動画像を処理し、CG アニメーションの作成を行

うプログラムを開発した。 
  開発環境として、OS は Microsoft 社の Windows XP、プログラミング言語には Microsoft
社の Visual C++ 6.0 を用いて、WIN32 API による Windows プログラムを作成した。コンピ

ュータは DELL OPTIPLEX GX260（CPU：Pentium Ⅳ 2.53GHz，メモリ：512 MB）を使

用した。 
 
２． 方法 

図 1 に処理フローチャートを示し、以下にその概要を記   
す。       
2.1 CG 化対象画像の作成 

2.1.1 処理画像 
 8 ミリビデオカメラから送られてきた 160×120 画素

256 階調の温度画像を入力した。画像作成には、赤外線

画像装置（ニコン製サーマルビジョンシステム

LARD-3ASH）を、そして画像のキャプチャーにはサイ

バーテック製 CT-3000A ボードを使用した。 
2.1.2 開始・終了点 
 既報の研究[2]で採用されていた条件を用いて、まず手

が膝上にある状態からキャプチャーを開始した。そして二値化した画像における膝上の領域

で“255”の値を有する画素数を測定し、閾値をαとして膝上に手があるかの判定を行った。

画素数が閾値以下となった時点で手が膝から離れたとみなし、以降の処理を開始。再び画素

数が閾値を越えた時点で手が膝上に戻ってきたとみなして処理を終了した。 
2.1.3 学習データの作成 
 キャプチャー終了後、フレーム間差分が小さいものから上位β％を動きが少ないタイミン

グの静止画像とみなし、入力画像とモザイク化したデータ（学習用データ）を保存する。更

に、必要に応じて、手話 CG 対象となる静止画像を増す（「静止画像付加」と表記）。 
 

2.2  手話構成モデルの作成 
腕と指の角度情報を保存し、CG を作成した。また、指の形については同時に撮影した可視

光画像を基にモデルに反映した。 
2.3 アニメーションによる手話認識表現 

学習部と同様に動きが少ないタイミングのモザイクデータ（認識用データ）を保存する。

 
図１．処理フローチャート 



読み込まれた認識用データがどの学習用データに一番近いかを各モザイクのブロックの濃

度を要素とする特徴ベクトルのユークリッド距離を基に決定する。認識には、最小距離識別

法を用いた。認識結果を基にして、対応する手話構成モデルを順次読み込みアニメーション

化した。 
 

３． 実験 
3.1 実験条件 

本実験では、既報の研究[2][3]に引き続き、次の条件に当てはまる手話動作を扱うことにし

た。1.軌道を描き、大きな動きのあるもの 2.名詞 3.頭の動きに意味のないもの  4.最

初に型を作っていないもの 5.カメラ方向の動きに意味のないもの 6.途中に手の交差が

ないもの。また、α=１２５、β=２０ とした。 

 

3.2 実験結果 
  ここでは学習データ作成時に、静止画像付加を行わなかった例について述べる。 

作成した CG アニメーションの結果を表１に示す。ここで、「手が正しい」とは手首から

先の部分のある位置が正しいことを示し、「指が正しい」とは指の曲げ方が正しいことを示

す意味で表記している。これは、認識された手話が入力された手話と異なったとしても、手

首から先の部分が正しい位置にあればアニメーション作成上問題とならないからである。 
図２は「傘」という手話を認識した時に作成される手話 CG アニメーションの１シーンで

ある。 
表１．実験結果 

 手話数／全体数 割合（％）

１．手・指ともに正しい ２４／７１ ３４％ 

２．手は正しいが指は異なる ３２／７１ ４５％ 

３．手が正しいと判定されない １５／７１ ２１％ 

                         
図２ 温度画像と作成された CG 

４．結言 
温度画像を処理して、手話 CG アニメーションを作成する手法を提案した。指の形などの課

題は残るものの、手の軌跡が正しく表現されたものは７９％と高かった。 
今後の課題として以下のものが挙げられる。フレーム間差分の上位をデータとして保存して

いるため、連続したフレームを保存してしまう場合がある。この効率の低下を防ぐ方策を検討

する必要がある。また、上位に入らなかったが、動きに意味のあるものは学習データとして保

存する必要があり、そのための処理については更に検討する必要がある。間違った指の形と認

識してしまった時に、連続処理で誤り訂正が行えるようにする方策も検討課題である。 
モザイクデータで処理するために、指の形など細かな点がうまく認識できない。これについて

は、特徴ベクトルの作成について検討していく。 
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